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県
内
で
新
た
に
漁
業
、
養
殖
業
に
就

業
し
た
い
人
を
対
象
に
、
実
践
的
な
研

修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
都
市
圏
で
の
漁
業
就
業
フ
ェ

ア
な
ど
で
募
集
、
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

希
望
者
は
短
期
の
漁
業
体
験
な
ど
の
研

修
を
経
て
、
水
産
カ
レ
ッ
ジ
の
入
校
を

決
め
ま
す
。

　
水
産
カ
レ
ッ
ジ
に
は
「
漁
船
漁
業
・
海

女
コ
ー
ス
（
研
修
1
年
間
）」「
養
殖
コ
ー

ス
（
最
長
3
年
間
）」
が
あ
り
、
漁
業
の

基
礎
を
受
講
し
て
い
き
ま
す
。
内
容
は

大
き
く
「
座
学
研
修
」
と
「
漁
業
実
習
」

が
あ
り
ま
す
。
漁
業
実
習
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
操
船
・
漁
具
メ
ン
テ
ナ
ス
な
ど

の
「
操
業
・
生
産
技
術
」、
漁
獲
物
の
選

別
や
鮮
度
管
理
技
術
な
ど
の
「
高
付
加

価
値
化
技
術
」、
流
通
や
省
コ
ス
ト
操
業

技
術
な
ど
の
「
経
営
技
術
」、
さ
ら
に
漁

村
の
暮
ら
し
や
地
域
文
化
を
学
ぶ
「
総

合
実
習
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
は
、
給
付
金
や
住
宅
の
貸
し

出
し
と
い
っ
た
金
銭
的
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
く
い

水
産
カ
レ
ッ
ジ
の
越
前
町
の
入
校
生
は
、

今
年
で
18
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
10
月
に
ふ
く
い

水
産
カ
レ
ッ
ジ
漁
船
就
業

コ
ー
ス
に
入
校
し
、
1
年
間
の

漁
業
実
習
と
座
学
研
修
を
終

え
、
小
山
さ
ん
は
栄
光
丸
、
山

口
さ
ん
と
木
村
さ
ん
は
米
ノ
定

置
網
組
合
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
10
月
13
日
に
水
産
カ
レ
ッ
ジ
に
入
校
し
ま
し
た
。

　
村
口
さ
ん
は
小
樟
定
置
網
組
合
、
増
永
さ
ん
は
米
ノ

定
置
網
組
合
に
実
習
し
、定
置
網
漁
を
学
ん
で
い
ま
す
。

小
山 

睦
生
さ
ん

　

で
き
る
こ
と
を
増
や

し
つ
つ
、
技
術
を
磨
き
、

み
ん
な
の
役
に
立
て
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

木
村 

周
さ
ん

　

学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

少
し
で
も
先
輩
た
ち
の

よ
う
な
立
派
な
漁
師
に

な
れ
る
よ
う
励
み
、
越

前
町
の
水
産
業
や
地
域

の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

山
口 

史
人
さ
ん

　

漁
師
に
な
っ
て
か
ら

1
年
以
上
経
ち
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の

で
、
水
産
カ
レ
ッ
ジ
で

学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出

し
て
、
一
人
前
の
漁
師

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

村
口 
豊
さ
ん

　

初
め
は
漁
師
と
は
ど
ん

な
も
の
な
の
か
明
確
な
イ

メ
ー
ジ
が
な
く
、
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。働
き
始

め
る
と
想
像
以
上
に
大
変

な
こ
と
が
多
く
、
驚
く
こ
と

ば
か
り
で
す
。

　

最
近
で
は
、
海
水
の
温

度
等
が
原
因
で
と
て
も
速

い
潮
流
が
起
こ
り
、
網
が

大
き
く
裂
け
、
自
然
の
力

に
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
そ
の
網
を
直
す

な
ど
、
魚
を
獲
る
以
外
の

仕
事
ば
か
り
で
、
漁
師
に

な
ら
な
け
れ
ば
知
ら
な
か
っ

た
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

好
き
な
海
を
近
く
に
感

じ
な
が
ら
仕
事
を
す
る
の

は
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
沢
山
の
美
味
し
い
魚

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

増
永 

和
真
さ
ん

　

水
産
カ
レ
ッ
ジ
で
の
授

業
や
日
々
の
仕
事
で
知
識

を
得
て
、
1
日
で
も
早
く

漁
師
の
仕
事
に
慣
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
体
験
し
た
こ

と
の
な
い
海
上
で
は
あ
り

ま
す
が
、
先
輩
方
の
積
極

的
に
教
え
を
乞
い
、
頼
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕

事
が
出
来
る
よ
う
精
進
し

た
い
で
す
。

小
こ

 山
や ま

  睦
よ し

 生
き

さん
（越前町出身）

修了生

木
き

 村
む ら

  　 周
しゅう

 さん
（福井市出身）

山
や ま

 口
ぐ ち

  史
ふ み

 人
と

 さん
（鯖江市出身）

村
む ら

 口
ぐ ち

  　 豊
ゆたか

さん
（大阪府出身）

入校生

増
ま す

 永
な が

  和
か ず

 真
ま

 さん
（福井市出身）

▲左より 山口さん、木村さん ▲小山さん

▲左より 増永さん、村口さん

問合せ先　農林水産課　 ☎ 34‒8704

▲施設見学

▲漁業実習の様子

▲座学研修

水
産
業
を
担
う
若
い
力
！

これから
頑張ること
などの抱負

意気込み

ふくい水産カレッジとは？

▲漁場整備見学

▲網場実習の様子
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10
月
6
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
4
年
度
越
前
町

戦
没
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
参
列
者
全
員

で
黙
と
う
を
し
た
後
、
青
柳
町
長
が
式
辞
を
申

し
上
げ
、
ご
来
賓
お
よ
び
ご
遺
族
代
表
よ
り
追

悼
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
い
、
戦
没

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

▲遺族代表による追悼の辞

　
10
月
12
日
、（
一
社
）越
前
建
設
業
協
会
の
み

な
さ
ん
が
、
町
内
の
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
待
合
所
の
清
掃
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
51
人
が
参
加
し
、
25
班
に
分
か
れ

て
、
バ
ス
待
合
所
の
掃
き
掃
除
や
ク
モ
の
巣
取

り
、
窓
ふ
き
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
に
あ
た
っ
た
み
な
さ
ん
は
揃
い
の
協
会

ベ
ス
ト
を
着
て
、
集
合
場
所
か
ら
町
内
41
か
所

の
バ
ス
待
合
所
の
清
掃
に
出
動
し
ま
し
た
。

　
協
会
と
し
て
の
活
動
は
、
景
観
の
維
持
や
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、毎
年
、道
路

や
公
園
な
ど
、
場
所
を
変
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
奉
仕
作
業
に
よ
り
バ
ス
待
合
環
境
が
向
上

▲清掃作業の様子

▲放水訓練

▲アル・プラザ鯖江でのイベントの様子

　

町
の
地
場
産
食
材
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
町
内
8
つ
の
保
育
所
と
小
学
校
1
校
で
、

１
６
４
人
の
子
ど
も
達
が
越
前
町
産
ア
カ
ガ
レ

イ
の
干
物
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
魚
を
さ
ば
く
こ
と
を
怖
が
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
も
、
越
前
町
漁
業
協
同
組
合
女

性
部
の
手
ほ
ど
き
で
う
ろ
こ
取
り
や
内
臓
取
り

が
で
き
た
と
き
は
、と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
自
分
た
ち
で
い
ち
か
ら
作
っ
た
干
物
は
特
別

で
「
全
部
自
分
で
で
き
た
よ
っ
て　
お
母
さ
ん

に
話
し
た
い
」、「
お
父
さ
ん
お
魚
好
き
だ
か
ら

喜
ん
で
く
れ
る
か
な
」、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

干
し
カ
レ
イ
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た

▲初めての干しカレイ作り

　
９
月
29
日
、
糸
生
小
学
校
３・４
年
生
24
名
が

泰
澄
の
杜
体
験
農
園
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
の
は
古
代
米
の
一
種
で
あ
る
黒
米

で
、
地
元
の
老
人
会
「
小
倉
福
寿
会
」
の
指
導

の
も
と
、
実
っ
た
稲
を
鎌
で
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
正
時
代
の
足
踏
み
式
脱
穀
機
の
操

作
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
回

転
す
る
針
金
付
き
ド
ラ
ム
に
、
干
し
た
稲
穂
の

先
を
乗
せ
て
、
も
み
が
勢
い
よ
く
落
ち
て
い
く

様
子
を
、
児
童
た
ち
は
興
味
深
く
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
黒
米
は
、 「
古
代
米
さ
つ
ま
い
も

ご
は
ん
」
に
し
て
町
内
小
中
学
校
の
給
食
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

古
代
米
を
収
穫
し
ま
し
た

▲刈り取りの様子 ▲応急担架作成訓練

▲避難所開設・運営訓練

▲丹生高校での臨時申請窓口の様子

　

9
月
25
日
、
役
場
お
よ
び
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
大
雨
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
利
用

し
た
情
報
伝
達
訓
練
、
地
域
住
民
の
避
難
訓
練

や
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
訓
練
、
は
し
ご
車
に

よ
る
放
水
訓
練
の
ほ
か
、
三
角
巾
な
ど
を
用
い

た
応
急
手
当
訓
練
、
応
急
担
架
作
成
訓
練
や
心

肺
蘇
生
法
訓
練
な
ど
の
体
験
型
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
防
災
士
会
の
指
導
に
よ
る
避
難
所

開
設
・
運
営
訓
練
が
行
わ
れ
、
ラ
イ
ン
を
用
い

た
避
難
所
で
の
受
付
、
間
仕
切
り
テ
ン
ト
や
簡

易
ベ
ッ
ド
の
組
立
・
配
置
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

令
和
4
年
度　
越
前
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　
９
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、
県
立
丹
生
高

校
で
生
徒
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
臨
時
申
請
窓
口
を
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
申
請
に
来
ら
れ

る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、「
役
場
に
は
足
を
運
び
に

く
く
て
も
、
学
校
で
な
ら
手
続
き
し
や
す
い
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
28
日
か
ら
30
日
に
は
、
鯖
江

市
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
鯖
江
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
共
同

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
共
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
臨
時
申
請
窓
口
を
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
鯖

江
の
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
開
き
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
は
、
越
前
町
民
、
鯖
江
市
民
を
中
心
に

合
計
２
６
０
人
が
訪
れ
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
中
の
日
曜
日
に
は
、
宮
崎
・
越
前
・
織

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
若
杉
店
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

手
続
き
が
で
き
る
出
張
サ
ポ
ー
ト
講
座
も
開
き

ま
し
た
。
各
回
と
も
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん

が
来
ら
れ
、
話
題
性
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
必
要
性
の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
若
杉
店
の
出
張
サ

ポ
ー
ト
講
座
は
11
月
中
に
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
鯖

江
で
の
臨
時
申
請
窓
口
は
、
12
月
中
に
再
度
開

催
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
臨
時
申
請
窓
口
を
開
き
ま
し
た
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平
成
5
年
に
落
成
し
た
朝
日
弓
道
場
の
開
設
31
周
年
を
記
念
し
て
、
9
月
25
日
に
第
29
回
朝
日
弓

道
場
開
設
記
念
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
の
射
手
が
集
ま
り
、
団
体
戦
と
個
人
戦
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
個
人
の
部
（
男
子
）

　
　
優　
勝　
位
寄　
裕
之

　
　
準
優
勝　
新
甚　
遼
太

　
　
第
3
位　
矢
坂　
伊
吹

　
個
人
の
部
（
女
子
）

　
　
優　
勝　
高
島　
敦
子

　
　
準
優
勝　
西
宮　
育
美

　
　
第
3
位　
森
下　
重
美

　
団
体
の
部

　
　
優　
勝　
丹
生
高
Ａ

　
　
準
優
勝　
越
前
町
Ｄ

　
　
第
3
位　
丹
生
高
Ｃ

第
29
回
朝
日
弓
道
場
開
設
記
念
大
会

▲試合の様子

▲優勝されたかすみチームのみなさん ▲春木  深希さん

　

町
内
各
所
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
か
れ
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
選
手
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
様
々
な

コ
ー
ス
を
め
ぐ
り
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
打
数

で
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
強
さ
や
角
度
を
慎
重

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

第
17
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
長
杯
大
会

　
9
月
14
日　
越
前
陶
芸
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
藤
井　
正
美

　
　
準
優
勝　
島
田　
滿
雄

　
　
第
3
位　
鈴
木　
文
夫

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
源
甲
斐　
栄
子

　
　
準
優
勝　
千
秋　
政
子

　
　
第
3
位　
加
藤　
美
智
子

第
19
回
織
田
信
長
公
顕
彰

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
4
日　
織
田
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
桑
原　
博
宣

　
　
準
優
勝　
細
川　
一
男

　
　
第
3
位　
堤　
邦
夫

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
重
森　
千
鶴
子

　
　
準
優
勝　
冨
山　
き
み
子

　
　
第
3
位　
髙
橋　
悦
子

第
16
回
越
前
町
議
会
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
11
日　
ア
ク
テ
ィ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
牛
若　
一
男

　
　
準
優
勝　
藤
井　
賢
一

　
　
第
3
位　
𠮷
村　
春
男

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
西
川　
栄
子

　
　
準
優
勝　
髙
橋　
悦
子

　
　
第
3
位　
嘉
名　
和
子

白
熱
！
秋
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
！

▲第17回越前町グラウンド・ゴルフ協会長杯
大会で入賞されたみなさん

▲第19回織田信長公顕彰グラウンド・
	 ゴルフ大会で入賞されたみなさん

　

9
月
25
日
、
織
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
16
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
43
チ
ー
ム
、
総
勢

１
３
６
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
選
手
は
、
日
頃
培
っ
て
き
た
投
球
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
活
か
し
て
、
い
か
に
ビ
ュ
ッ
ト（
目

標
球
）に
ボ
ー
ル
を
寄
せ
る
か
を
お
互
い
に
披

露
し
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
轟
フ
レ
ン
ズ
Ａ
（
永
平
寺
町
）

　
準
優
勝　
フ
レ
ン
ズ
（
永
平
寺
町
）

　
第
3
位　
庚
申
（
越
前
町 

織
田
地
区
）

第
16
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲大会で入賞されたみなさん

　
10
月
16
日
、「
越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
２
０
２
２
」
を
開
催
し
、
24
チ
ー
ム
78
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
も
と
、
宮
崎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と
す
る
約
７
．

２
キ
ロ
の
宮
崎
地
区
を
巡
る
コ
ー
ス
で
実
施
し

ま
し
た
。
コ
ー
ス
に
は
4
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で
行

わ
れ
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

☆
第
1
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
宮
崎
中
学
校
）

　
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム

☆
第
2
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
登
り
窯
）

　
運
試
し
ゲ
ー
ム
と
陶
芸
ク
イ
ズ

☆
第
3
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
炎
ぼ
の
館
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
と
環
境
ク
イ
ズ

☆
第
4
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
観
察
ク
イ
ズ

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー

ス
で
楽
し
く
歩
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
高
得
点
を
狙
っ
て
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

無
事
に
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

戻
っ
て
き
た
と
き
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
歩
き

切
っ
た
達
成
感
や
充
実
感
が
伝
わ
る
ほ
ど
の
笑

顔
で
ゴ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
第
1
位　
メ
イ
チ
ー
ム

　
第
2
位　
秀
丸
チ
ー
ム

　
第
3
位　
ふ
き
の
と
う

　
第
4
位　
二
刀
流
女
子

　
第
5
位　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
丹
生
3
団

越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
２
２
を

開
催
し
ま
し
た
！

▲チェックポイントのクイズに挑んでいる様子

▲汗をかきながらも楽しそうに歩いています

　
10
月
2
日
に
福
井
県
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

令
和
4
年
度
第
13
回
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
剣

詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
戦
大
会
に
お
い
て
、

春
木
深み

ず

希き

さ
ん
（
丹
生
高
等
学
校
2
年
）
が
青

年
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
春
木
さ
ん
は
8
月
28
日
に
行
わ
れ
た
地
区
決

戦
大
会
を
優
勝
で
飾
り
、
全
国
決
戦
大
会
へ
勝

ち
進
み
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
剣
詩
舞
の
師
範
を
務
め
る
祖
母
の
影
響
で
4

歳
の
頃
か
ら
剣
詩
舞
を
始
め
、
昨
年
は
和
歌
山

県
、
今
年
は
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
に
２
年

連
続
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
で
は
写
真

部
に
所
属
し
マ
ル
チ
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
で
も
剣
舞
や
詩
舞
を
知
ら
な
い
人
が
多

い
中
で
春
木
さ
ん
は
伝
統
文
化
を
脈
々
と
受
け

継
ぐ
若
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

春
木
さ
ん
が
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
戦
大
会
で
優
勝

　
10
月
2
日
、
朝
日
総
合
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
、
第
38
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
福
井
県
予
選
会
が
開
か
れ
、
県
内
か
ら
50

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
は
戦
略
を
立
て
な
が
ら
試
合
を
進

め
、
女
子
の
部
で
は
本
町
の
か
す
み
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
か
す

み
チ
ー
ム
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
か
す
み
（
越
前
町
）

第
38
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
福
井
県
予
選
会
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えちぜんまちの話題をお届けします!



区　　　分
職　　　　員　　　　数 対前年

増減数令和3年 令和４年
一 般 行 政 部 門 182人 175人 △7人　
教 育 部 門  43人  46人 3人　
普 通 会 計　計 225人 221人 △4人　
公営企業等部門  24人  25人 1人　
合 　 　 　 計 249人 246人 △3人　

■ 部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

区　　分 期末手当 勤勉手当 計
 6　月　期 1.275月 0.95月 2.225月
12　月　期 1.125月 0.95月 2.075月

計 2.40月 1.90月 4.30月

加算措置の
状況

職務上の段階、職務の級等により
加算措置があります。

■ 職員の期末手当、勤勉手当の状況
　 （令和3年度支給割合）

一般行政職
大　卒 171,700円
高　卒 150,600円

■ 職員の初任給の状況 （令和4年4月1日現在）

区　　　分 給料または
報酬月額

期末手当
（令和3年度支給割合）

町　　　長 704,000円    6 月期	 1.65月
  12月期	 1.55月
　   計	 3.20月
（加算措置20%）

副　町　長 612,000円
教　育　長 522,000円
議　　　長 320,000円    6 月期	  1.00月

  12月期	  1.90月
  　 計	  2.90月
［加算措置 :15%］

副　議　長 250,000円
議　　　員 240,000円

■ 特別職の給料、報酬等の状況
　 （令和4年4月1日現在）

　町の人事行政の透明性、公平性を図るため、地方公務員法及び越前町人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例に基づき、町職員の給与や職員数などの人事行政の運営等の状況について公表します。

その他、職員手当・勤務条件・分限および懲戒処分・服務・研修・福祉・公平委員会
の状況については、町ホームページで公表していますのでご覧ください。

一般行政職
平均給料月額 平均年齢
287,883円 36歳6月

■ 職員の平均給料月額
　 および平均年齢の状況（4月1日現在）

一般行政職
大　卒 182,200円
高　卒 154,900円

■ 職員の初任給の状況
　 （4月1日現在）

区分
部門

職　　　　員　　　　数
対前年増減数 主な増減理由

令和3年 令和4年

消 　 　 防 122人 121人 △1 職員派遣に
よるもの

■ 職員の任免および職員数の状況　部門別職員数の状況（4月1日現在）

期 末・ 勤 勉 手 当

組　　　合 国

（令和3年度支給割合）
期末手当　　　勤勉手当
2.55月分　　　1.90月分

（令和3年度支給割合）
期末手当　　　勤勉手当
2.55月分　　　1.90月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置有

■ 職員の期末手当・勤勉手当の状況

その他、職員手当、勤務条件、分限および懲戒処分、服務、
研修等の状況は消防組合ホームページで公表しています。

人事行政の運営等の状況を公表します鯖江・丹生消防組合人事行政の運営等の状況

■ 人件費の状況（令和3年度普通会計決算）

※1	 「実質収支」とは、各年度決算の歳入額から歳出額を差し引いた額から翌年度へ繰越すべき財源を控除した額で、	
自治体の実質的な収支状況を表します。

※2	 「人件費」には、職員給与のほか、町長など特別職の給与・議員報酬・退職手当組合負担金・地方公務員共済組合
	 負担金などを含みます。

住民基本台帳人口
（令和4年1月1日現在）

歳出額
A

実質収支※1 人件費※2

B
人件費率

B/A

20,581人 14,316,478千円 614,426千円 2,021,894千円 14.1％

■ 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況（令和4年4月1日現在）

※3	 「一般行政職」とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職などの職に該当しない職員です。
※4	 「平均給料月額」とは、職種別での職員の平均給料月額です。
※5	 「平均給与月額」とは、給料月額に、毎月支払われる扶養手当・住居手当・時間外勤務手当など諸手当の額を合計	

したものです。

区　　分 平均年齢 平均給料月額※4 平均給与月額※5

一 般 行 政 職 ※3 43.3歳 305,734円 328,255円
技 能 労 務 職 53.8歳 277,400円 284,525円

■ 職員の給与の状況　人件費の状況（一般会計）

（注）住民基本台帳人口は、構成市町（鯖江市、越前町）の人口をいいます。
（注）人件費には、職員給与費のほか、議員報酬、退職金、地方公務員共済組合等負担金などを含みます。

区　分 住民基本台帳人口
（令和4年3月31日現在）

歳出決算額
A

実質収支
人件費

B
人件費率

B/A

令和3年度 89,753人 1,410,540千円 89,658千円 900,604千円 63.85％

問合せ先　総務課　☎34‒8700

区　　　分 報酬年額

組合議員
議 　 長 20,000円
副 議 長 18,000円
議 　 員 16,000円

■ 特別職の給料、報酬等の状況 （4月1日現在）

区　　　分 報酬年額

消 防 団

団  長 90,000円
副 団 長 70,000円
分 団 長 50,000円
副 分 団 長 40,000円
班  長 23,000円
団  員 20,000円
災害支援団員   5,000円

区　　　分 報酬年額 報酬年額

消 防 団
出動報酬

災　害
（水火災・
地震等）

1日3時間以内の活動 3,000円
1日3時間を超え
4時間以内の活動 4,000円

1日4時間を超え
5時間以内の活動 5,000円

1日5時間を超え
6時間以内の活動 6,000円

1日6時間を超え
7時間以内の活動 7,000円

1日7時間を超える活動 8,000円
警戒・訓練等 1回 2,500円

問合せ先　鯖江・丹生消防組合　☎54‒9110

特別職の給料は、令和3年7月1日から令和7年3月12
日までの間、町長は100分の20、副町長及び教育長は
100分の10を減額しています。
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　8月30日に町のごみ処理施設である鯖江クリーンセンターの
粗大ごみ処理施設ピット内で火災事故が発生しました。被害は
施設の一部損傷、半日のごみ搬入停止の影響が出ました。今後、
大規模な事故が起こると、収集車や施設に被害が及ぶだけでなく、
ごみ処理ができなくなり、衛生環境を悪化させてしまいます。

鯖江クリーンセンターで火災が発生しました鯖江クリーンセンターで火災が発生しました
適切なごみの分別をお願いします適切なごみの分別をお願いします

火災防止のため、下記のようなごみを排出する際には、適切なごみの分別をお願いします

スプレー缶
必ず中身は空にして穴を開けてから出しましょう

ポリタンク・携行缶
中身は空にしてフタを開けて出しましょう

電池
製品から取り外し可能な電池は取り外しましょう
取り外した電池は、有害ごみの収集日に出してください

スマートフォン・パソコン類
火災防止のため、家電量販店などでのリサイクル
にご協力をお願いします

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

さらに詳しい分別方法については、町ホームページまたは
ごみガイドブックをご確認ください。

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 119億9,800万円 6億1,307万3千円 126億1,107万3千円

特別会計 61億5,137万6千円 1億3,499万7千円 62億8,637万3千円

事業会計 7億2,167万9千円 494万7千円 7億2,662万6千円

合　　計 188億7,105万5千円 7億5,301万7千円 196億2,407万2千円

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,774,631㎡
建 物 206,031㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,580㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,262千円

基
金

一 般 会 計 6,874,385千円
特 別 会 計 367,952千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 12,079,931千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,616,909千円
公共下水道事業 1,302,774千円
集 落 排 水 事 業 577,875千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,183,375千円
国民健康保険病院事業 506,219千円

合　　　　　計 17,267,083千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,237,992 1,055,680 47.2% 1,053,628 47.1%
介 護 保 険 事 業 2,478,606 1,116,206 45.0% 935,398 37.7%
後期高齢者医療事業 331,307 112,470 33.9% 82,786 25.0%
簡 易 水 道 事 業 407,171 113,307 27.8% 159,244 39.1%
公 共 下 水 道 事 業 508,993 109,004 21.4% 217,722 42.8%
集 落 排 水 事 業 257,561 52,302 20.3% 102,463 39.8%
温 泉 事 業 39,622 9,116 23.0% 6,396 16.1%
農林漁業体験実習館事業 25,084 4,520 18.0% 8,970 35.8%
土 地 区 画 整 理 事 業 37 0 0.0% 0 0.0%

合　　　　　計 6,286,373 2,572,605 40.9% 2,566,607 40.8%

■特別会計の収支の状況	 （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 247,665 124,464 50.3% 247,665 65,603 26.5%
資本的収支 93,409 64,840 69.4% 151,853 74,959 49.4%
合　　　計 341,074 189,304 55.5% 399,518 140,562 35.2%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 206,930 50,000 24.2% 206,930 56,057 27.1%
資本的収支 36,924 0 0.0% 120,178 48,463 40.3%
合　　　計 243,854 50,000 20.5% 327,108 104,520 32.0%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
補てんしました。

■事業会計の収支の状況	 （単位：千円）

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,132,085 1,536,957 72.1%
地 方 譲 与 税 等 666,852 345,230 51.8%
地 方 交 付 税 5,250,000 3,508,441 66.8%
交通安全対策特別交付金 1,500 693 46.2%
分 担 金 及 び 負 担 金 132,373 52,473 39.6%
使 用 料 及 び 手 数 料 77,988 37,838 48.5%
国 庫 支 出 金 1,451,702 148,973 10.3%
県 支 出 金 992,742 135,497 13.6%
財 産 収 入 81,816 21,294 26.0%
寄 附 金 250,001 62,428 25.0%
繰 入 金 939,897 0 0.0%
繰 越 金 194,055 611,117 314.9%
諸 収 入 138,762 20,095 14.5%
町 債 301,300 0 0.0%

歳　入　合　計 12,611,073 6,481,036 51.4%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 101,589 51,934 51.1%
総 務 費 1,482,601 544,954 36.8%
民 生 費 3,660,523 1,314,637 35.9%
衛 生 費 1,164,993 483,264 41.5%
労 働 費 40,875 36,735 89.9%
農 林 水 産 業 費 679,079 219,259 32.3%
商 工 費 867,312 549,181 63.3%
土 木 費 1,040,155 182,362 17.5%
消 防 費 545,846 326,684 59.8%
教 育 費 1,320,242 526,357 39.9%
公 債 費 1,418,175 710,248 50.1%
諸 支 出 金 279,683 0 0.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%
歳 出 合 計 12,611,073 4,945,615 39.2%

■歳入	 （単位：千円） ■歳出	 （単位：千円）

　令和4年度上半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と

「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には令和3年度からの繰
越額は含まれておりません。

令和4年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします

問合せ先　財政課　☎34‒8711

新型コロナワクチン接種についてのお知らせ
News about COVID-19

問合せ先	 健康保険課内ワクチン接種係　☎３４‒１２３０

12歳以上の初回（1回目・2回目）接種は、年内の接種完了をご検討ください

オミクロン株対応ワクチンの接種間隔が『5か月』から『3か月』に短縮されました

　初回接種に使用している従来型ワクチンは、年内で国からの供給が終了となる予定です。また、
オミクロン株対応ワクチンは初回接種が完了していないと接種できません。接種を希望する人はお
早めにご予約ください。

初回接種予約先 　伊部病院　☎34‒0220　　住所 : 越前町内郡11‒1、2

　12歳以上の3回目・4回目・5回目接種対象者の接種間隔が、
これまでの『5か月』から『3か月』に短縮されました。今後は、
最終接種日から『3か月』経過後に次回の接種を受けてください。
なお、何回目の接種であるかに関わらず、オミクロン株対応ワ
クチンの接種は、現時点では1人1回となっています。

※既にお手元に届いている接種券（12歳以上の3回目用・4回目用・
5回目用）や同封物に『5か月』の記載がある場合は、 『3か月』と
読み替えて、そのままお使いください。

広報 えちぜん11 令和 ４ 年11月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 10令和 ４ 年11月号

えちぜん



マイナビ マイナンバーカードに関するお知らせコーナー『マイナビ』
マイナンバーカードと保険証の一体化、運転免許証との一体化についての大臣発言が話題になっています。
今後もいろいろな機能がついてくると、ますます便利に使えるようになっていきますね。

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
今月のマイナンバーカード休日窓口は13日（日）、27日（日）、夜間延長窓口は、1日（火）、15日（火）です。
ご予約は、住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

ワン

　
盲
学
校
で
は
、
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
幼

児
・
生
徒
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
鍼
灸
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
理

療
科
へ
の
入
学
に
は
年
齢
制
限
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
入
園
、
入
学
を
希
望
さ
れ
る
人
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
部

幼
稚
部
、
高
等
部
普
通
科
、
理
療
科（
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養
成
課
程
）

入
学
条
件

視
力
や
視
野
の
障
が
い
で
見
え
方
に
困
難
が

あ
る
人
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

入
学
者
選
考

令
和
5
年
2
月
（
予
定
）

問
合
せ
先

　
盲
学
校　
☎
０
７
７
６‒

５
４‒

５
２
８
０

見
え
方
で
お
困
り
の
人
へ

　
「
相
続
と
遺
言
」
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員

が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
法
務

局
で
取
り
扱
う
、
大
切
な
遺
言
書
を
預
け
て
安

心
！
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
と
相
続

手
続
き
を
簡
単
に
す
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
法
務
局
職
員

が
説
明
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日　
　
時　
11
月
18
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
会
議
室
3

定　
　
員　
20
人
程
度
（
要
事
前
申
込
）

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
　
　
　
　
☎
２
２‒

９
５
１
４

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局
が
「
相
続
と
遺
言
」
に
関
す
る

町
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施

行
さ
れ
た
11
月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
児
童
虐
待
防
止
に
対
す
る
問
題

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
全
国
で
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
福
井
県
総
合
福
祉
相
談
所
や
鯖
江

警
察
署
、
町
な
ど
の
関
係
部
署
か
ら
な
る
「
越

前
町
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

子
ど
も
に
つ
い
て

◦
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
や
保
護
者
の
怒
鳴

り
声
が
す
る

◦
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

◦
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

保
護
者
に
つ
い
て

◦
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る

◦
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
外
出
す
る

◦
子
育
て
に
強
い
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

あ
な
た
の
電
話
一
本
で
救
わ
れ
る
人
が
い
ま
す

◦
心
配
な
子
が
い
る
け
れ
ど
、
連
絡
を
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い

◦
子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　
連
絡
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
た
ち
の
支
援

の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
相
談
窓
口
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
ま
た
、
連
絡
を
頂
い
た
人
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

　
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　
福
井
県
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
４‒

３
６
５
４

　
子
ど
も
未
来
課

　
　
☎
３
４‒
８
７
２
５

「
児
童
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い

（
☎
１
８
９
い
ち
は
や
く
）

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
・
高

齢
者
の
虐
待
な
ど
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

　
身
近
な
生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
を
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を
す
る
こ
と
で
、
気

持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約
可
）

日　
　
時　
12
月
1
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
　
所　
越
前
町
役
場
１
階　
多
目
的
室

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

　
税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、

非
常
に
大
切
な
財
源
で
す
。

　
町
で
は
、
納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
み
な

さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
額
の
解
消
を

図
る
た
め
、
県
と
県
内
市
町
が
共
同
で
税
収
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
11
月
、
12
月

は
、
県
下
統
一
滞
納
整
理
月
間
と
定
め
、
税
の

徴
収
強
化
の
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
は
納
付
の
手
間
が
省
け
、
簡
単
、

確
実
、
便
利
で
安
心
な
支
払
方
法
で
す
。
一
度

手
続
き
す
る
と
翌
年
以
降
も
自
動
継
続
さ
れ
ま

す
。
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
に
て

銀
行
届
出
印
を
お
持
ち
の
上
、
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

納
税
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
経
営
不
振
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
理
由
や
多
重
債
務
な
ど
、
町
税
の

納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

11
月
・
12
月
は
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間
で
す
。

　
10
月
7
日
、
政
治
倫
理
審
査
会
の
定
例
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
政
治
倫
理
審
査
会
と
は
、
政
治
倫
理
確
立
の

た
め
必
要
な
事
項
の
調
査
、
審
査
を
行
う
機
関

で
、
政
治
倫
理
基
準
に
反
す
る
行
為
を
し
た
疑

い
が
あ
る
場
合
や
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合

は
、
事
情
の
聴
取
や
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
議
会
議
員
と
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
に
つ
い
て
、

①
配
偶
者
や
生
計
を
共
に
す
る
2
親
等
以
内
の

親
族
、
同
居
の
親
族
が
役
員
を
し
て
い
る
企
業

②
本
人
が
役
員
を
し
て
い
る
企
業

③
本
人
が
実
質
的
に
経
営
に
携
わ
る
企
業
が
、

町
と
の
契
約
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
調
査

し
、
兼
業
禁
止
の
ル
ー
ル
が
遵
守
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

政
治
倫
理
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し
た

　
年
金
相
談
に
関
し
て
、
お
客
様
に
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
年
金
事
務
所
で
は

予
約
で
の
相
談
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
相
談
に
関
す
る
一
般
的
な
お
問
い
合
わ

せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
受
付
し
て
い

ま
す
。
年
金
相
談
窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き

や
受
給
さ
れ
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
来
訪
相
談
の
「
予
約
受
付

専
用
電
話
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
☎
０
５
７
０‒

０
５‒

１
１
６
５

来
訪
相
談
の
ご
予
約

　
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」

　
☎
０
５
７
０‒

０
５‒

４
８
９
０

※
お
電
話
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
お
手
元
に
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
武
生
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
２
３‒

１
１
２
６

年
金
予
約
相
談
に
つ
い
て

　

北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
は「
税
を
考
え
る

週
間
」に
協
賛
し
、相
続
税
な
ど
の
身
の
回
り
の

税
金
に
つ
い
て
、
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
市
民
プ
ラ
ザ
た
け
ふ
3
階
会
議
室
1

　
　
　
　
　
（
越
前
市
府
中
１‒

11‒

２
）

問
合
せ
先　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

７
０
８
３‒

５
８
４
１

「
税
を
考
え
る
週
間
」
無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
調
査
は
、
障
害
福
祉
施
策
の
改
善
を
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
厚
生
労
働

省
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
員
が
調
査
地
区
内
全
世
帯
を
訪
問
し
、

調
査
対
象
者
が
い
る
場
合
は
調
査
票
を
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
記
入
及
び
郵
送
に
よ
る
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

期　
　
間　
12
月
上
旬
か
ら
中
旬

内　
　
容　
障
害
の
状
況
や
原
因
、
日
常
の
生

活
の
し
づ
ら
さ
や
家
計
、
日
中
活

動
の
状
況
な
ど

※
個
人
を
特
定
で
き
る
質
問
は
な
く
、
統
計
上
の

目
的
以
外
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
障
が
い
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
３

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅
障
害
児
・

者
等
実
態
調
査
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

12
月
１
日
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
取
得
す
る
と
、
手
数

料
が
減
額
さ
れ
、窓
口
よ
り
お
得
に
な
り
ま
す
。

期　
　
間

　
12
月
１
日
㈭
～
令
和
７
年
３
月
31
日

対
象
と
な
る
証
明
書

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
、
戸
籍
の
附
票
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
税
証
明
書

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
は
、

減
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

減
額
す
る
金
額

　
１
通
に
つ
き
１
５
０
円

例
え
ば
、
住
民
票
の
場
合
、
１
通
３
０
０

円
が
１
５
０
円
に
な
り
ま
す
。

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
の
証
明
書
の
取
得
方
法

な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
証
明
書
の

取
得
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、
住
民
環

境
課
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
自
宅
や

職
場
、
各
種
団
体
の
活
動
場
所
へ
職
員
が
お
う

か
が
い
し
、
申
請
の
お
手
続
き
も
可
能
で
す
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
な
ど
を
取
得
す
る
と

窓
口
よ
り
お
得
に
な
り
ま
す
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医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

に
、
健
康
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
受
診
年
月
・
受
診
者
・
受
診
医
療
機
関
名
・

受
診
診
療
科
・
医
療
費
を
記
載
し
た
医
療
費
通

知（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）を
年
6
回
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
確
定
申
告
の
医
療
費

控
除
に
活
用
す
る
場
合
、
2
月
の
確
定
申
告
時

期
ま
で
に
送
付
で
き
る
医
療
費
通
知
は
、
10
月

診
療
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
11
月
お
よ
び
12
月

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の
領
収
書
に
基
づ
い

て
作
成
し
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
確

定
申
告
書
に
添
付
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
こ
の
場
合
、
領
収
書
は
確
定
申
告
期
限

か
ら
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）」

は
、
先
発
医
薬
品（
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
た

後
に
製
造
・
販
売
さ
れ
る
、「
先
発
医
薬
品
と
同

じ
有
効
成
分
を
同
量
含
ん
で
お
り
、（
先
発
医

薬
品
と
）同
等
の
効
き
目
が
あ
る
」
と
認
め
ら

れ
た
医
薬
品
で
す
。

　
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
薬
の
値
段
が
5
割
程

度
、
中
に
は
そ
れ
以
上
安
く
な
る
も
の
も
あ
る

た
め
、
慢
性
的
な
病
気
に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間

服
用
す
る
場
合
な
ど
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
で
、
薬
代
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た
薬
代
は
、

私
た
ち
の
健
康
保
険
保
険
税
な
ど
を
財
源
に
国

民
健
康
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
た
め
、
薬

代
の
削
減
に
よ
っ
て
医
療
保
険
の
支
払
額
も
抑

え
ら
れ
る
こ
と
で
、
保
険
税
の
負
担
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
7
月
に
送
付
し
ま
し
た
国
民
健
康
保
険
証
に

同
封
さ
れ
て
い
ま
す「
国
保
ミ
ニ
ガ
イ
ド
」に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
証
や
、
お
薬
手
帳
に
貼
っ
て
い

た
だ
く
と
、
医
療
機
関
へ
の
意
思
表
示
と
な
り

ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
薬
手
帳
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
「
お
薬
手
帳
」
と
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん

な
薬
を
も
ら
っ
た
か
記
録
し
て
お
く
手
帳
で

す
。
処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や
飲
む
量
、
回

数
、
飲
み
方
な
ど
を
記
録
し
、
携
帯
す
る
こ
と

で
、
飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
の
処
方
を
回
避
し

た
り
、
災
害
時
な
ど
の
仮
設
病
院
で
も
、
現
在

飲
ん
で
い
る
薬
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

　
診
察
の
と
き
、
薬
を
も
ら
う
と
き
は
、
必
ず

「
お
薬
手
帳
」
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
病
院
で

の
処
置
や
治
療
の
際
に
、
飲
ん
で
い
る
薬
の
情

報
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
お
薬
手
帳
が
い
く
つ
も
あ
る
と
、
医
師
や
薬

剤
師
に
薬
の
情
報
が
正
確
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、「
お
薬
手
帳
」
は
1
冊
に
ま
と
め
て
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第
三
者
行
為
の
届
出
」
を
お
願
い
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
が
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
過
失
に

よ
る
け
が
な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
た
場
合
に

は
、
町
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
第
三
者
行
為
で
病
院
に
か
か
っ
た
医
療
費
に

つ
い
て
、
本
来
は
第
三
者（
加
害
者
）が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
が
、
保
険
診
療
を
受
け
た
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

健
が
負
担
分
を
一
時
的
に
立
替
払
い
し
、
治
療

が
完
了
し
た
後
、
保
険
者
が
第
三
者（
加
害
者
）

に
費
用
を
請
求
し
ま
す
。 

第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
も
の

①
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合（
同
乗
中
の

事
故
や
自
損
事
故
に
つ
い
て
も
届
出
が
必
要

で
す
）

②
け
ん
か
な
ど
不
当
な
暴
力
で
け
が
を
し
た
場
合

③
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
て
け
が
を
し
た
場
合

④
施
設
の
欠
陥
に
よ
る
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合

な
ど

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
は
、開
発
途
上
国
や
、

中
南
米
地
域
の
日
系
人
社
会
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
青
年
海
外
協
力
隊
等
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

現
地
の
人
々
と
共
に
そ
の
国
の
地
域
の
課
題
解

決
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
な
た
も
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間

　
12
月
12
日
㈪
正
午
ま
で

応
募
資
格

　

１
９
５
２
年
12
月
14
日
～
２
０
０
３
年
7

月
2
日
生
ま
れ
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

※
一
部
の
要
請
は
45
歳
以
下
の
人
が
対
象

応
募
方
法

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

説
明
会

　

次
の
日
程
で
募
集
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
概
要
、
応
募
要
領
説
明
、
経
験
者
と
の
座

談
会
の
ほ
か
、
個
別
相
談
も
開
き
ま
す
。

※
参
加
費
不
要
、
要
予
約

〈
第
1
回
〉

　
日　
時　
11
月
5
日
㈯　
午
後
2
時
～
4
時

　
会　
場　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

　
　
　
　
　
福
井
市
宝
永
3
丁
目
１‒

１

〈
第
2
回
〉

　
日　
時　
11
月
15
日
㈫　
午
後
7
時
～
9
時

　
会　
場　
福
井
市
地
域
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
福
井
市
手
寄
1
丁
目
４‒

１

問
合
せ
先　

（独）
国
際
協
力
機
構

　
　
　
　
　
福
井
デ
ス
ク
（
担
当
：
佐
藤
）

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
８‒

８
８
０
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
２
０
２
２
秋
募
集
と

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
福
井
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
毎

年
11
月
の
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
に
お

い
て
過
重
労
働
解
消
に
向
け
た
取
組
の
周
知
・

啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

過
重
労
働
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
働
き
過
ぎ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０‒

７
９
４‒

７
１
３

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　
　
時　
11
月
28
日
㈪

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
　
所　
福
井
商
工
会
議
所
B1
階

　
　
　
　
　
福
井
市
西
木
田
２‒

８‒

１

参
加
費　
無
料

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局
監
督
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
５
２

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の
お
知
ら
せ

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！

　「指文字」とは、一文字ずつ指
の形を変えて表現する方法をいい
ます。50音一つ一つに決まった
形が有り、片手で表現ができます。
手話がわからないときに、使うこ
とができるので、とても便利です。
ぜひ挑戦してみてね。

（相手から見た手の形）

指文字で会話して見ましょう

第19回

ま

む

み

め

アルファアルファ
ベットのベットの

「ｍ」「ｍ」

手話の数字の「６」手話の数字の「６」 目のかたち目のかたち

手話の数字の「３」手話の数字の「３」

手話の「～も」手話の「～も」も

令和４年度  入札結果一覧  9月16日～10月15日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

10月14日 令和4年度　朝日団地B棟改修工事 朝　日 23,100,000 ㈱松田工務店 定住促進課

10月14日 令和4年度　町道窯業試験場線道路舗装補修工事 小曽原 13,967,800 ㈱森下組 都市整備課

10月12日 令和4年度　平等浄水場膜ろ過ユニット更新工事 平　等 12,727,000
JFEアクアサー
ビス機器㈱
大阪営業所

上下水道課

10月14日 令和4年度　悠久ロマンの杜スーパースライダー解体工事 笈　松 7,059,800 オタ建設㈱ 商工観光課

10月14日 令和4年度　朝日多目的ホール舞台幕取替工事 内　郡 5,711,200 前田建設㈱ 生涯学習課

※そのほかの結果については、町ホームページをご覧ください。
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企
業
の
森
づ
く
り
活
動

　
「
ム
ラ
タ
の
森
」
は
、
越
前
町
小
曽
原
の

水
上
山
に
あ
り
、
平
成
23
年
か
ら
㈱
福
井

村
田
製
作
所
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
る
場
所
と
し
て
、

整
備
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ム
ラ
タ
の
森

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

今
年
で
11
年
目
を
迎
え
る
ム
ラ
タ
の
森

で
は
、
こ
れ
ま
で
社
員
と
そ
の
家
族
が
、
シ

ラ
カ
シ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
高
木
、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
や
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
低
木
を
約
１
３
０
本

植
樹
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
森
に
生
息
す
る

様
々
な
植
物
や
、
多
く
の
水
辺
の
生
き
物
を

守
る
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

社
員
研
修
の
一
環
と
し
て
植
樹
や
草
刈

り
、
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
社
員
と

地
元
住
民
の
憩
い
の
場
を
つ
く
る
活
動
を
計

画
し
て
い
き
ま
す
。

平
和
堂 

越
前
泰
澄
の
森

　
「
平
和
堂 

越
前
泰
澄
の
森
」
は
、
㈱
平
和

堂
が
森
林
整
備
活
動
を
通
じ
て
、
社
員
の
環

境
保
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
場
と

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
サ
ク
ラ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
を
植
樹
し

て
い
ま
す
。
年
に
2
回
草
刈
り
を
行
い
、
環

境
の
保
全
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　
隣
に
は
温
泉
宿
泊
施
設
「
泰
澄
の
杜
」
が

あ
り
、
当
施
設
の
来
客
者
に
も
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
場
所
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

森
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
は
、
福
井
県
が
進
め
て
い
る
緑
と
花
の
県
民
運
動
の
う
ち
「
元
気
な
森
を
つ
く
る
運
動
」
の
一
つ
で
、
企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県
並
び
に
地
元
市

町
と
森
林
管
理
の
協
定
を
結
び
、
社
員
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
等
が
植
樹
や
下
草
刈
り
な
ど
の
元
気
な
森
づ
く
り
を
行
う
活
動
で
す
。
町
は
、
森
林
整
備
・
緑
化
が
担
保
さ
れ
、
ま
た
イ
ベ

ン
ト
活
動
等
に
よ
る
企
業
と
地
元
住
民
ら
の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
現
在
町
内
に
は
、 「
ム
ラ
タ
の
森
」
と
「
平
和
堂 

越
前
泰
澄
の
森
」
の
2
つ
の
森
が
あ
り
ま
す
。

　
※
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
は
…
企
業
が
組
織
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
担
う
社
会
的
責
任
の
こ
と

ムラタの森

越南窯
妙陶房

福井村田製作所
小曽原庭園

ムラタの森
駐車場

移住・二地域居住体験施設
laugh-la（ラフーラ）

▼宮崎地区小曽原区

泰澄の杜

生涯学習センター
糸生分館

福井
大森
河野
線

平和堂越前泰澄の森

▼朝日地区小倉区

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

令和4年度越前町防火ポスター・火災予防標語受賞作品
　越前町防火協会が火災予防運動の一環として、町内の小・中学生を対象に作品の募集をしたところ、防火
ポスターに436点、火災予防標語に195点の応募がありました。審査の結果、以下のみなさんが防火ポスター
の特別賞、火災予防標語の最優秀賞・優秀賞に選ばれました。
　児童・生徒のみなさん、たくさんのご応募ありがとうございました。

▲朝日小学校5年
　南田 晃史さん

▲四ケ浦小学校1年 
　刀称 杏奈さん

▲城崎小学校6年
　別司 湊太さん

▲糸生小学校2年
　松島 千馬さん

町
長
賞

▲朝日小学校5年
　加藤 絆奈さん

消
防
団
長
賞

▲宮崎小学校6年
　山田 葵さん

福
井
新
聞
社
賞

教
育
長
賞

▲織田小学校3年  兵田 雄飛さん

▲朝日小学校1年
　前原 幸惺さん

▲宮崎小学校2年
　山内 結菜さん

▲常磐小学校3年
　渡邉 姫歩さん

消
防
長
賞

防
火
協
会
長
賞

★最優秀賞 火の確認　未来を変える　その3秒	 朝日中学校　安井  美結さん

★優 秀 賞 伝えあおう　きちんと止めた？　火の用心	 朝日中学校　後藤  星来さん
	 全員で　ふるさと守ろう　火の用心	 朝日中学校　安井  健大さん
	 「火、消した？」　あなたの言葉で　命を守る	 朝日中学校　藤崎  万葉さん
	 チェックした？　マスク　ストーブ　ガスコンロ	 織田中学校　橋本  海星さん
	 気をつける　その意識だけで　消える火事	 越前中学校　壁下  瑠輝さん
	 消したかな　みんなで声かけ　防ぐ火事	 宮崎中学校　吉田  早那さん

11月9日（水）～ 11月15日（火）は秋の火災予防運動週間です。
　これからの時期は、空気が乾燥し寒くなり、ストーブ等の暖房機器を頻繁に使
うため、火災が発生しやすくなります。
　今一度、ご家庭の火の元を確認し、火災予防を心がけましょう。
　当組合では今年の秋の火災予防運動期間中、抽選で豪華防災用品が貰える防災
クロスワードパズルをHP上に掲載します。当組合管内（鯖江市・越前町）に在
住の人ならどなたでもチャレンジできます。詳細は当組合のHPをご覧ください。

越前町火災予防標語　受賞作品▲萩野小学校2年
　宮原　陸さん

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　　丹 生 分 署  ☎36‒0119
　　　　　朝日分遣所  ☎34‒0119
　　　　　越前分遣所  ☎37‒0119

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？
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暁に祈った兵士靖国に	 笹下　利行
空模様気にして走るコンバイン	 渡辺　照子川 柳 背伸びして一人つぶやく大空へ	 林　栄美子

星空に世の幸せを願う夜	 嵐　喜美枝川 柳

▲レオ・ブルーグラス・バンド

　
織
田
陶
房
わ
づ
み
館
で
越
前
焼
を
制
作
し
て

い
る
み
な
さ
ん
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
　
　
　
※
18
日
は
午
後
1
時
開
館

観
覧
料　
無
料

場　
　
所　
織
田
交
流
館（
雨
田
光
平
記
念
館
）

※
隣
の
織
田
文
化
歴
史
館
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
織
田
陶
房
わ
づ
み
館

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

１
９
２
２

第
14
回
わ
づ
み
館
作
品
展
開
催
の
お
知
ら
せ

　
11
月
6
日
に
解
禁
と
な
る
越
前
が
に
漁
に
合

わ
せ
て
、
越
前
が
に
シ
ー
ズ
ン
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
毎
年
開
催
し
て
い
た「
越
前
か
に
ま
つ
り
」

が
、
今
年
も
「
越
前
が
に
朝
市
」
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
越
前
漁
港
で
獲
れ
た
漁
港
直
送
の
「
越
前
が

に
」
の
即
売
は
も
ち
ろ
ん
、
干
物
や
海
産
物
な

ど
が
お
買
い
求
め
で
き
る
屋
台
市
と
、
海
鮮
揚

げ
や
海
鮮
焼
き
な
ど
の
海
鮮
グ
ル
メ
が
味
わ
え

る
グ
ル
メ
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
な
ど
が
あ

り
、
越
前
が
に
漁
解
禁
で
賑
わ
う
越
前
町
を
満

喫
で
き
ま
す
。

　
越
前
町
の
冬
の
味
覚
「
越
前
が
に
」
を
お
買

い
求
め
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・

　
　
　
　
　
　
　
20
日
㈰
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
2
時
ま
で

場　
　
所　
道
の
駅
越
前

問
合
せ
先　
越
前
町
観
光
連
盟

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
８‒

３
７‒

１
２
３
４

「
越
前
か
に
ま
つ
り
・
越
前
が
に
朝
市
２
０
２
２
」
を
開
催
し
ま
す

▲イベントチラシ

　
「
関
西
文
化
の
日
」
は
、
関
西
が
誇
る
長
い
歴

史
に
培
わ
れ
た
豊
か
な
文
化
に
気
軽
に
接
す
る

機
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
賛
同
し
た
博
物
館

施
設
が
入
館
料
を
無
料
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
で
は

「
関
西
文
化
の
日
」の
2
日
間
、
す
べ
て
の
展

示
を
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
織
田
文
化
歴
史
館　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

　
（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

　
雨
田
光
平
記
念
館　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

第
20
回
関
西
文
化
の
日
の
お
し
ら
せ

　

家
族
介
護
者（
ケ
ア
ラ
ー
）支
援
に
つ
い
て

の
理
解
普
及
に
向
け
、
記
念
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日　
　
時

　
11
月
23
日（
水
・
祝
）　
午
後
2
時
～
4
時

　
（
午
後
1
時
半
受
付
開
始
）

会　
　
場

　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井　
定
員
１
０
０
人
（
先
着
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
員
１
０
０
人
（
先
着
）

内　
　
容　

「
家
族
介
護
者（
ケ
ア
ラ
ー
）が
地
域
で
孤
立

し
な
い
た
め
に
～
今
考
え
た
い
家
族
介
護
者

（
ケ
ア
ラ
ー
）支
援
に
つ
い
て
～
」

◦
牧
野
史
子
氏（
介
護
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ア
ラ
ジ
ン
理
事
長
）に

よ
る
講
演

◦
家
族
会
等
か
ら
の
報
告

申
込
方
法

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
氏
名
、
連
絡
先
等
を
記
入
し
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　
※
申
込
締
切
日　
11
月
9
日
㈬

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
７
６‒

２
０‒

０
６
４
２

　
メ
ー
ル　

choju@
pref.fukui.lg.jp

問
合
せ
先　
福
井
県
健
康
福
祉
部
長
寿
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
３
０

家
族
介
護
者
支
援　
介
護
の
日
記
念
講
演
会

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　毎年、県立図書館、若狭学習センターおよび県内図書館では、統一テーマで本の特集などを開催することで読書への関心
を高め、公共図書館の活性化と利用促進を図っています。今年度は2024年春に予定されている北陸新幹線福井県内開業に
向けて、9月〜 11月の期間に順次開催されます。越前町の図書館では、11月1日〜 11月30日まで鉄道関係や旅行ガイド
などの資料展示を行います。お子さんでも楽しめる乗り物が出てくる絵本や図鑑、折り紙の本などご用意しています。

今年度のテーマは「北陸新幹線開業にむけて」

一般書 「妙な線路大研究　東北・北海道・上越・北陸新幹線篇」… ……………………………………… 竹内 正浩：著
「新幹線に乗るのがおもしろくなる本」……………………………………………… レイルウェイ研究会：編
「事業用車両の世界」………………………………………………………………………「旅と鉄道」編集部：編
「鉄道の食事の歴史物語」…………………………………………………………………ジェリ・クィンジオ：著
「やすこーんの鉄道イロハ」……………………………………………………………………… やすこーん：著

児童書 「しんかんせん・でんしゃ」……………………………………………………………… 講談社ビーシー：編
「新幹線・特急レジェンド123　のりものアルバムデラックス」…………………… 広田 尚敬　他：写真
「せんろをまもる ! ドクターイエロー」……………………………………………………………鎌田　歩：作  
「おれ、きょうりゅうしんかんせん」……………………………………………………………山口　マオ：絵
「でんしゃでまなぶ にほんのめいさん」… …………………………………………「旅と鉄道」編集部：編

他※資料展示は、町内すべての図書館で行います。また、北陸新幹線と福井県マスコットキャラクター
　「はぴりゅう」のシールも配布します。（なくなり次第終了です。）

▲申込み用
　QRコード

2022越前町音楽祭2022越前町音楽祭
今年の音楽祭は、小浜市の音楽グループ「レオ・ブルーグラス・バンド」の演奏、

テレビやラジオ出演など多方面で活躍中のソプラノデュオ「山田姉妹」の歌声をお届けします。

主　　催　越前町音楽祭実行委員会
問合せ先　越前町音楽祭実行委員会事務局
　　　　　（越前町生涯学習センター内）
　　　　　☎34‒2000

期　日 	 11月23日（水・祝）
時　間 	 開場：午後1時
	 開演：午後1時30分
会　場 	 カメリアホール
出　演 	【第1部】レオ・ブルーグラス・バンド

アメリカ発祥の「ブルーグラス音楽」を演奏
する県内屈指のブルーグラスバンド。
みなさんおなじみの曲を軽快に演奏します。

	 【第2部】山田姉妹
姉の「華」、妹の「麗」が、懐かしの童謡や、
昭和の歌謡曲、クラシックの名曲を華麗に歌
います。双子ならではの息のあったハーモ
ニーが魅力です。

入場
無料

▲山田姉妹
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長期予報外れて泣いたスキー場	 松村　典子
予想するようにいかぬが世の流れ	 武藤　久子川 柳

陶芸村だより 2022年

11月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始
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問合せ先　福井県陶芸館　☎32­2174

陶あかり展陶あかり展関連企画 　越前焼の作家が製作した陶あかりを展示します。気に
入ったものはその場でご購入できるので、ご自宅でも、
優しいあかりをお楽しみいただけます。

期　間　令和4年10月29日（土）〜令和5年1月29日（日）
時　間　午前9時〜午後5時（最終入館 午後4時30分）
場　所　福井県陶芸館　越前焼セレクトショップ Clays
料　金　観覧無料

　陶芸村の冬といえば、越前焼『陶あかり』。みんなが作った
4000個のあかりとりが日本庭園を色鮮やかに染め上げます。幻想
的な光の空間を大切な人とお楽しみください。

期　間　令和4年10月29日（土）〜令和5年1月29日（日）の土日祝
時　間　午後5時〜 8時（最終入場 午後7時30分）
場　所　福井県陶芸館　幽石庭
料　金　一般800円、高校生以下400円　※未就学児無料

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

Window GalleryWindow Gallery
 「てにをは」 「てにをは」

期　間　１１月１７日（木）～１月１０日（火）

窓辺のギャラリー「てにを
は」。作り手とお客様を繋げ
る展示コーナー。
懐かしさを秘めた深い藍色
の器を生み出したい。藍の
世界が広がる展示。
１１月、１２月はあかね陶房
山路　茜氏です。

わたわたししののいちおいちおしし展展

期　間　１１月１７日（木）～１月１０日（火）

越前焼を代表する窯元の一押し展。おすすめ器や新作、季節を彩る器
を展示販売。窯元の個性とこだわりが詰まったプチ個展を2か月ごと
に開催しています。
11、１２月は踏青舎（泉）、宗山窯（宗倉）、国成窯（前田）です。

日　時	 11月11日（金）～12月25日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館　ロビー
時　間	 9：00～17：00（最終入館は16：30）

料　金	 入館無料
出展作家　16窯元20作家

越前焼感謝祭2022越前焼感謝祭2022

2023年の干支である「うさぎ」を越前焼で作って、新年に飾ろう！
新しい年に向けて、飛躍や安全の願いを込めて作ってみませんか？

期　間	 11月5日（土）、
	 6日（日）
時　間	 14：00～
所要時間	 1 時間30分

場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金	 1,800円
キャンセル料	 3日前から100％
定　員	 各回10組（1 組 3 人まで）

手しごとで女子のお
出かけコーディネー
ト を 作 る3回 シ リ ー
ズ。2回目は陶のパー
ツ に 糸 や ト ル コ 刺
しゅうのお花やビー
ズを付けて、秋の装
いに合うペンダント
を作ります。

特別講師	 針と糸  手仕事  itotte
	 砂原かおりさん
期　日	 11 月13日（日）
時　間	 10：00～
所要時間	 2 時間
場　所	 越前古窯博物館

料　金	 2,300円
　　　　（季節のお干菓子・　

お抹茶付き）
キャンセル料		 3日前から100％
定　員	 15人
持ち物	 針、糸切はさみ

トルコ刺しゅうのお花と
陶のリングペンダント

えちぜん焼と ito の手しごとシリーズ
-女子のお出かけコーディネート作り-

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

昨年大好評だった「越前焼感謝祭」を今年もやります！！窯元は常に新しいもの
へ挑戦しています。そんな中で現在は作っていない形や釉薬。組皿でバラ売りし
てしまったものなど。越前焼窯元から、この一年の感謝を込めて、お求めやすい
価格で提供します。すべてが一品もの。同じもの、同じ価格では手に入らないこ
の感謝祭にどうぞいらしてください。（窯元によっては品物が無くなり次第終了
する場合がございます）

2023年の干支づくり

越前焼焼のの「うさぎうさぎ」を作ろう
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みんな集まれ



秋祭り神事の祈り手を合わす	 山内　千代
目が覚めて感謝の祈り捧げます	 山谷　ゆり川 柳祈るしかない惨状を拾う神	 司辻　文子

大空でとんび得意の輪を描く	 向当みつ子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第81回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

AYA 世代 ナイトサロン「ゆるっと話そう会」

― 11月14日は、世界糖尿病デーです ―

事前に予約が必要です。無料で参加できます

自分の血糖値を知っていますか？

日　時 	 11月24日（木）　午後6時30分 ~7時30分
場　所 	 福井県立病院　3階　多目的室1
	 または、オンライン（Microsoft Teams使用）

予約先 	 連絡先の電話予約または
	 QRコードからweb予約
連絡先 	 福井県立病院　がん相談支援センター
	 ☎0776‒54‒5151（代表）

　福井県立病院では、2018年より A
ア ヤ

YA世代（おおよそ15歳～ 40歳前後のがんを経験した人）のがん患者さんを対
象にしたサロンを開催しています。ご希望の多かった「外見のケア」のアドバイザーをお招きしています。ウイッ
グや頭髪のお手入れについて、みなさんと一緒にゆるっと話してみませんか？

　11月14日は国際糖尿病連合が定めた「世界
糖尿病デー」です。世界で10秒に1人の命を奪っ
ている糖尿病の認識を深めていただくために、
シンボルマークであるブルーサークルにちなん
で、世界や日本の各地でブルーライトアップが
実施されています。福井県では、11月12日〜
18日の午後5時から10時までの間、丸岡城が
ライトアップされます。

　毎年、健診を受けて、自分の血糖値をチェックすることが糖
尿病の早期発見・早期治療につながります。「自分の血糖値が分
からない」という人は、必ず健診を受けて確認してみましょう。
　町の集団健診の日程が残りわずかになっています。早めのお
申込みをお願いします。

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
11月 3 日㈭ 織田病院 ☎36–1000
11月 6 日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
11月13日㈰

織田病院 ☎36–1000
11月20日㈰
11月23日㈬ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
11月27日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥子育て講座（予約制）
11月13日㈰ 午前10時～ 11時30分 生涯学習センター
11月27日㈰ 午前10時～ 11時30分 生涯学習センター

♥5歳児健診
11月 9 日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
11月22日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
11月24日㈭ 午前10時～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥ 1 歳 6 か月児健診
11月30日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥離乳食教室（後期）（予約制）
11月17日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥すくすく教室（予約制）
11月10日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
11月 2 日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとのお話し会（予約制）
11月11日㈮ 午前 9 時30分～正午 宮崎子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1〜4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
11月 1 日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

11月15日㈫ 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
11月22日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）
11月25日㈮ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん 歯科検診
11月10日㈭ 織田コミュニティセンター 午前 9 時～ 11時 ● ● ●

11月20日㈰ 生涯学習センター 午前9時～ 11時 ● ● ● ● ●
（受付10時まで）

●

※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。 

♠集団健康診査（予約制）

♠心をいやす相談会（予約制）
11月29日㈫ 午前 9 時30分～正午 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

予約QRコード

　「やんちゃばかりして困る」 「叱ってばかりいる」など、子育てに困っている
ことはありませんか？この子育て講座では、保護者が子どもの「行動」に目を
向けて子どもとの良い関わり方を学びます。ぜひ参加して一緒に子育ての「コツ」
を見つけていきましょう。

開 催 日	 ①11月13日（日）
	 ②11月27日（日）
時　　間	 午前10時から11時30分（90分）
会　　場	 越前町生涯学習センター　2階
対 象 者	 子育て中の保護者（1歳〜 6歳児）
講　　師	 臨床心理士　山岸　衣里 氏
申し込み	 11月9日までにお申し込みくだ

さい。

内　　容	 全2回
1回目“子どものことを理解するチャンス”
子育ての基本を確認したり、子どもの「好まし
い行動」と「好ましくない行動（困っている行
動）」を明確化して子どもの行動について対応を
一緒に考えます

2回目 “子育てに自信が持てるチャンス ”
子どもの「好ましい行動」へのほめ方、 「好まし
くない行動」への対応を一緒に考えます
※講座終了後、子どもとの関わり方
など詳しく知りたい方は、個別に
対応します。

申込み・問合せ先　子育て世代包括支援センター
　　　　　　　　　☎34–8821

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

※2回参加できる方
※託児あります

子育て講座
～こどもの「行動」に目を向けて～
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えちぜん健康な暮らしのために

地域包括支援センターからのお知らせ

　町では高齢になっても元気に過ごしていただくため、町独自
の体操「つるかめ体操」を普及しており、たくさんの地区で「介
護予防サポーター」がリーダーとなり実施されています。「つ
るかめ体操」を地域で広めていただく「介護予防サポーター」
を募集します。まずは、つるかめ体操を体験してみませんか。

日　時	 11月25日（金）　午前9時30分〜正午
内　容	 ◦つるかめ体操をやってみよう
	 ◦介護予防サポーターについて
申　込	 11月18日までにお申込みください。

転びやすくなった
浴槽をまたぐのに足があがりにくくなった

外出が、おっくうになってきた
物忘れが多くなった

　このような事が気になる人、介護予防サービス
「ココカラ教室」に参加しませんか。
内　容	 理学療法士の指導のもと、3か月間集中

的に筋力向上運動を行うことで、生活機
能の向上をめざします。　その他、レク
リエーション・お口の健康・栄養改善　等

対　象	 ◦要支援認定の人
◦基本チェックリストで生活機能低下が
認められた65歳以上の人
※教室に参加するにあたって、「事業対象
者」として、介護保険証が発行されます。

対　象	 織田コミュニティセンター
日　時	 毎週火曜日　午前9時30分～ 11時
	 （12月6日から3月7日までの14回）
料　金	 1回350円
申　込	 11月14日までにお申込みください。

　フレイルは、年齢とともに心身の活力（筋力や認知機能など）
が低下し、将来、介護が必要となる危険性が高い状態のことで
す。このフレイルを早い段階で予防するため、50歳から70歳
代の人を対象に、フレイルチェックの実施や啓発などのフレイ
ル予防活動を一緒に実施してくれる「フレイル予防サポーター」
を募集します。まずはご自身のフレイル予防に役立てるため、
フレイルについて学びませんか。

日　時	 12月5日（月）　午前9時〜午後3時30分
内　容	 ◦フレイルとは何か

◦フレイルチェック体験（筋肉量の測定、お口の機能
チェックなど）、測定実技

　　　　◦フレイル予防サポーター活動について
申　込	 11月30日までにお申込みください。

問合せ・申込み先 
地域包括支援センター　☎34‒8729

介護予防サポーター養成講座のご案内介護予防サポーター養成講座のご案内

フレイル予防サポーター養成講座のご案内フレイル予防サポーター養成講座のご案内

 ココカラ教室のご案内 ココカラ教室のご案内
短期集中予防サービス 送迎あり



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 鶴を折る指から澄んでくる祈り	 原　　榮子川 柳

■Jr.+（ジュニアプラス）
「劒神社秋季例大祭　信長時代行列」
11月5日㈯～
「体験学習事業　ふるさとラーニング」
11月19日㈯～

■	100万人のためのマーチング
県内のさまざまなグループが繰り広げるステージ
ショーをお楽しみください。
11月6日㈰・20日㈰　15：00～
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たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

11月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
毎日　①7：55～　②12：55～　③19：55～

「みんなで協力！冬への備え」
11月5日㈯～

「男女共同参画・青少年健全育成のつどいを開催します」
11月19日㈯～

学芸員 M

E 子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34–5602

朝 日 南 保 育 所 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小 曽 原 保 育 所 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 37–1354

四ヶ浦こども園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

た い ら 保 育 園 36–0251

人口と世帯
（10月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 20,413 人

　男	 9,979 人
　女	 10,434 人
世帯数	 7,292 戸

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
こ
の
写
真
は
、
10
月
10
日
に
織
田
地
区
で
行

わ
れ
た
「
だ
い
ず
り
」
の
様
子
で
す
。
化
粧
や

は
っ
ぴ
を
華
や
か
に
着
飾
っ
た
子
ど
も
た
ち
と

太
鼓
を
乗
せ
た
山
車
は
、
一
日
を
か
け
て
そ
れ

ぞ
れ
の
区
を
回
り
、
夜
に
は
劒
神
社
に
集
ま
っ

て
競
演
し
ま
す
。

　
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の

晴
れ
舞
台
を
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
、
賑

わ
い
ま
し
た
。
毎
年
響
く
、
華
や
か
な
伝
統
。

雨
を
弾
く
傘
の
音
さ
え
も
、
心
地
よ
く
聞
こ
え

ま
し
た
。 表

紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
10
月
15
日
現
在
）

（
10
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

佐
々
生	

牧
野
　
政
明
さ
ん
（
81
歳
）

田
　
中	

進
士
　
敞
保
さ
ん
（
91
歳
）

乙
　
坂	

清
水
　
文
子
さ
ん
（
95
歳
）

小
　
倉	

安
原
　
典
二
さ
ん
（
87
歳
）

小
　
倉	

安
井
　
り
う
さ
ん
（
99
歳
）

下
糸
生	

渡
邉
安
紀
子
さ
ん
（
68
歳
）

真
　
木	

藤
木
彌
太
郎
さ
ん
（
95
歳
）

天
　
谷	

坂
本
　
ツ
カ
さ
ん
（
102
歳
）

江
　
波	

新
清
千
代
子
さ
ん
（
89
歳
）

江
　
波	

竹
本
　
稔
枝
さ
ん
（
86
歳
）

広
　
野	

大
西
　
幸
子
さ
ん
（
92
歳
）

樫
　
津	

近
藤
美
代
子
さ
ん
（
96
歳
）

上
　
野	

内
田
　
幸
治
さ
ん
（
73
歳
）

梅
　
浦	

佐
々
木
矩
子
さ
ん
（
96
歳
）

新
　
保	

相
木
　
邦
英
さ
ん
（
87
歳
）

新
　
保	

瓜
生
　
　
腎
さ
ん
（
85
歳
）

小
　
樟	

川
上
　
常
子
さ
ん
（
93
歳
）

　
厨	

梶
　
キ
ク
子
さ
ん
（
90
歳
）

　
厨	

駒
野
　
玲
子
さ
ん
（
83
歳
）

　
厨	

品
野
　
一
清
さ
ん
（
87
歳
）

高
　
佐	

山
口
　
敏
子
さ
ん
（
91
歳
）

午
房
ヶ
平	

倉
谷
タ
マ
エ
さ
ん
（
94
歳
）

西
田
中	

小お

田だ

原わ
ら　

煌こ
う

（
孝
和
、
男
）

西
田
中	

宮み
や

﨑ざ
き　

瑛え
い

都と

（
優
哉
、
男
）

内　

郡	

青あ
お

柳や
ぎ　

陽ひ

咲さ
き

（
尚
樹
、
女
）

朝　

日	

坂さ
か

下し
た　

叶と

逢あ

（
大
介
、
男
）

気
比
庄	

東
あ
ず
ま　
　

杏あ
ん

莉り

（
隼
一
、
女
）

田　

中	

石い
し

田だ　

虎こ

愛あ

（
悠
馬
、
男
）

乙　

坂	

木き
の

下し
た　

茉ま

海み

（
純
一
、
女
）

下
糸
生	

松ま
つ

山や
ま　

ゆ
き
（
源
基
、
女
）

江　

波	

池い
け

内う
ち　

虎と
ら

希き

（
孝
至
、
男
）

江　

波	

西に
し

村む
ら　

白し
ろ

梛な

（
大
樹
、
女
）

　
先
日
、
庁
内
で
行
わ
れ
た
若
手
職
員
政
策
提
案

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
魅
力
を
撮
影
し
な
が
ら
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
や
e
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
次
世
代
の
成
長
と
活
性
を
図
る
「
e
ス

ポ
ー
ツ
×
丹
生
高
校
」、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

や
越
前
海
岸
な
ど
の
景
観
を
絡
め
た
「
屋
内
遊
び

場
の
建
設
」
な
ど
、
若
者
ら
し
い
提
案
が
多
く
、

職
員
の
熱
い
想
い
も
感
じ
取
れ
た
、
将
来
が
楽
し

み
に
な
る
よ
う
な
会
で
し
た
。

　

越
前
町
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
仲
間
た
ち

と
、
頼
り
に
な
る
上
司
や
先
輩
と
、
こ
れ
か
ら
の

越
前
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
自
分
の
こ
と
を
若
手
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
る
30
代
前
半
の
小
さ
な
決
意
）

編
集
後
記

（前月から24人の増）

Ｅ
子	

　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ	

　
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
い
よ
い
よ『
黄お

う

檗ば
く

版
一

切
経
』の
開
板
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子	

　
つ
い
に
、『
黄
檗
版
一
切
経
』の
話
に
な
り
ま
し

た
。浄

じ
ょ
う

勝し
ょ
う

寺じ

第
十
三
世
住
職
の
上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）

が『
高こ

う

麗ら
い

版
大
蔵
経
』と
対
校
し
た
の
が
、『
黄
檗

版
一
切
経
』で
し
た
。

学
Ｍ	

　
そ
う
で
す
ね
。『
黄
檗
版
一
切
経
』
は
、
黄
檗
宗

の
僧
侶
で
あ
る
鉄て

つ

眼げ
ん

道ど
う

光こ
う（
一
六
三
〇
～
八
二
）

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
一
切
経
で
す
。

	

　
黄
檗
宗
は
禅
宗
の
一
派
で
、江
戸
時
代
前
期
に

来
日
し
た
隠い

ん

元げ
ん

隆り
ゅ
う

琦き

（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）

を
開
祖
と
し
、京
都
府
宇
治
市
に
あ
る
黄
檗
山
万ま

ん

福ぷ
く

寺じ

が
本
山
と
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

　
万
福
寺
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。普ふ

茶ち
ゃ

料
理
が
有
名
で
す
ね
。

学
Ｍ	

　
普
茶
料
理
は
、隠
元
隆
琦
が
中
国
か
ら
日
本
へ

も
た
ら
し
た
精
進
料
理
で
す
。黄
檗
宗
寺
院
の
海

宝
寺
が
普
茶
料
理
の
開
祖
道
場
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
も
隠
元

に
よ
っ
て
わ
が
国
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
だ
か
ら
、「
イ
ン
ゲ
ン
」豆
と
い
う
名
称
に
な
っ

た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ	

　
さ
て
、鉄
眼
道
光
は
黄
檗
宗
第
二
代
の
木も

く

庵あ
ん

性し
ょ
う

瑫と
う（
一
六
一
一
～
八
四
）
の
法
を
嗣つ

い
だ
僧
侶
で

す
。日
本
に
大
蔵
経
が
流
布
し
て
い
な
い
こ
と
を

嘆
き
、出
版
を
思
い
立
ち
ま
す
。

	

　
そ
の
よ
う
な
折
り
に
、大
阪
の
妙

み
ょ
う

宇う

尼に

と
い
う

方
か
ら
白
銀
一
千
両
の
喜
捨
を
受
け
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
白
銀
一
千
両
と
は
、ど
れ
ぐ
ら
い
の
価
値
が
あ

る
の
で
す
か
？

学
Ｍ	

　
時
期
や
計
算
方
法
に
も
よ
り
ま
す
が
、現
在
の

数
千
万
円
に
は
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

　
す
ご
い
大
金
で
す
ね
！

学
Ｍ	

　
こ
の
喜
捨
を
受
け
、
鉄
眼
は
大
蔵
経
出
版
の
意

志
を
強
く
し
、
隠
元
隆
琦
か
ら
出
版
事
業
に
必
要

な
土
地
と
、
大
蔵
経
の
底
本
と
な
る『
明
版
大
蔵

経
』（
万ば

ん

暦れ
き

版
）
を
譲
り
受
け
ま
す
。
後
に
、
鉄
眼

は
開
板
し
た
版
木
が
焼
亡
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
山

内
に
工
房
を
建
設
し
、版
木
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

	

　
こ
の
ほ
か
、大
蔵
経
出
版
に
か
か
る
費
用
を
ま

か
な
う
た
め
寄
付
を
募
る
こ
と
と
し
、そ
の
拠
点

を
大
阪
府
大
阪
市
の
瑞ず

い

龍り
ゅ
う

寺じ

に
設
け
ま
す
。

	

　
さ
ら
に
、京
都
府
京
都
市
の
木
屋
町
二
条
に
は
、

印
刷
し
た
大
蔵
経
を
製
本
・
出
荷
す
る
た
め
の
印

房
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
鉄
眼
は
三
箇
所
の
拠
点
を
設
け
、
大
蔵
経
の
印

刷
、
製
本
と
出
荷
、
募
財
を
進
め
て
い
っ
た
の
で

す
ね
。ま
る
で
、現
代
の
会
社
経
営
者
の
よ
う
で
す
。

学
Ｍ	

　
次
回
は
、『
黄
檗
版
一
切
経
』の
詳
細
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会 

編『
新
編　

大
蔵
経　

―
成
立
と
変
遷
』法
蔵
館　
二
〇
二
〇
年

中
村
元
ほ
か 

編『
岩
波　
仏
教
辞
典　
第
二
版
』岩
波

書
店　
二
〇
〇
二
年
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2

3

■授業公開を行います
11月15日から18日まで、授業公開お
よび研究授業週間です。詳細は丹生
高校のホームページをご覧ください。

■中高一貫説明会を実施します
町内の中学校で、中学2年生の保護者対
象の説明会を実施します。詳しくは各中
学校にお問い合わせください。

■ホームページをご覧ください
生徒の活躍する様子、学ぶ様子をリアル
タイムで発信しています。ぜひご家族で
ご覧ください。

　平成19年から中高一貫教育を開始し、現在、町内の中学生の4割以上が進学する
丹生高校。越前町の将来を担う子どもたちが安心して学ぶことのできる丹生高校の
教育活動について、お伝えします。

丹生高校は、生徒の主体的な学習活動や学び合い、教え合いにより
学力の向上を図ります。生徒一人ひとりの様々な進路実現に向けて、
丁寧に全校体制でサポートします。

　3年後の令和7年度には、本校は創立100周年を迎えます。その先行実施として、来年度の
入学生からは、ジェンダーレスを取り入れた新しい制服となります。これにより、3学年の生
徒が新制服でそろって100周年行事を迎えることになるのです。現在、学校をより良くする
ための様々なご意見・アイディア等をお待ちしています。

来年度から新制服となります！

　期間限定ではありますが、今年度の連携クラス中3の生徒全員が、優れた個別最適化アプ
リの一つである「atama ＋」を無料で利用できるようになりました。「数学」だけの利用に
はなりますが、これを上手に活用すれば、苦手箇所の克服だけでなく、通常の授業よりも先
んじての学習も可能です。軌道に乗ってくれば、自分のペースで楽しみながら進めることが
できるので、自主性・主体性も身につくものと期待しています。

中３の中高連携クラスに「atama＋」が入りました！

　今年度から、全学年33単位としました。また、今年度の1年生からカリキュラムを大きく
変更しました。具体的には、時代のニーズに合致し、生徒に本物の力がつく授業を提供する
ため、「学校設定科目」を増やしていきます。
　現在15歳の生徒は、107歳の生存率が半数以上と言われています。自分で人生を切り開い
ていく力は、今後ますます必要となってくるのです。

今年から、新しい科目（学校設定科目）を増やして
いきます！

丹生高校、未来へ向けて動き出しました

探究心を持ち、自ら検証を進める

時には仲間と談笑しながらリラックス

地域との交流で実践力をつける

タブレットで、主体的に学習を進める

学びの特色　昨年は、東京オリンピックのホッケー競技の出場や、広島東洋カープの「玉村昇悟」投手の活躍など、本校 OBの活
躍があり、これに呼応するように、本校の部活動も活躍しましたが、その流れは、その後もとどまる気配がありません。
　まずこの春、「野球部」が、開校以来初となる「甲子園出場」を果たしたことは記憶に新しいところですが、その後
6月に行われた「北信越大会」にも出場し、見事ベスト4に進出しています。また、8月のインターハイでは、「女子ホッ
ケー部」が優勝、「男子ホッケー部」が準優勝を勝ち取りました。長い歴史の中でも、男女ともに全国大会の決勝に進
出するのは、1968年以来の実に54年ぶりの快挙なのです。「女子弓道部」もインターハイ県予選大会で、団体優勝、
個人でも1位2位を独占しました。文化部では、「写真部」が相変わらずの活躍を見せてくれていますし、「オーケスト
ラ部」も新入生が増え、活気が出ています。全体として、今年は特にどの部も精力的に活動していると感じます。

丹生高等学校からのお知らせ

かけがえのない青春を仲間たちと過ごし、
豊かな人間性を培います

■ホッケー（男子）	 ■バレーボール（男子）	 ■ソフトテニス（男子）
■ホッケー（女子）	 ■バレーボール（女子）	 ■ソフトテニス（女子）
■弓道（男子）	 ■卓球（男子）	 ■サッカー
■弓道（女子）	 ■卓球（女子）	 ■硬式野球	

運動部
■オーケストラ	 ■ JRC
■写真	 ■茶道
■調理	 ■ ESS
■美術・書道

文化部

地
域
に
信
頼
さ
れ
、

か
つ
愛
さ
れ
る

学
校
を
目
指
す

丹
生
高
等
学
校
基本情報

● 

大
正
14
年
に
朝
日
村
立
丹
生
実
科
高
等
女
学
校
開
校
。

昭
和
23
年
に
県
立
丹
生
高
等
学
校
開
校
。同
窓
生
約
１
７
０
０
０
人
。

● 

全
日
制
普
通
科
1
学
年
約
１
１
０
人
。
生
徒
の
約
7
割
が
進
学
。

● 

令
和
3
年
度
の
主
な
進
学
先
は
、福
井
大
、福
井
県
立
大
、京
都
府
立

大
、仁
愛
大
、仁
愛
女
子
短
大
、福
井
工
業
大
、日
本
大
、東
京
農
業
大
、

法
政
大
な
ど
。
主
な
就
職
先
は
、福
井
村
田
製
作
所
、信
越
化
学
工
業
、

鯖
江
村
田
製
作
所
、福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
、
シ
ャ
ル
マ
ン
な
ど
。

躍動する部活動

 KANA NOMURA GENKI MITANI KOTA WATANABE SHOGO TAMAMURA

Special  feature特  集

広島東洋カープ　玉村昇悟選手　プロ通算5勝達成

広報 えちぜん 26広報 えちぜん27 令和 ４ 年11月号令和 ４ 年11月号



男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら

発
行

/
越

前
町

役
場

　
  編

集
/

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

● 陶の谷保育所 ●

輝け！

No.2

生き物いっぱい！生き物いっぱい！
ビオトープビオトープ

しいたけ収穫しいたけ収穫 和太鼓和太鼓

vol .72

ひとりで悩んでいませんか？

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　職場でのいじめ、ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、夫やパートナーからの暴力…。ひとりで悩まず、
電話してください。「女性の人権ホットライン」は、悩みを持った女性が気軽に相談できる専用の電話相談
窓口です。法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じます。

▲人権イメージキャラクター
　人 KEN あゆみちゃん

問合せ先　総務課　☎34‒8700

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　保育所の周りは、緑に囲まれ自然いっぱい。定員30人
の陶の谷保育所では、いろんな経験を通して毎日のびの
びと過ごしています。

頑張ってます！

大きいの
採れたよー。

観察中…

サブセンターまでお散歩。
春には桜が満開です♪

問合せ先　総務課　☎34−8700

　通常、平日（月〜金）午前8時30分から午後5時15分までのところ、
強化週間中は受付時間を延長し、土・日・祝日も開設します。

期　　間 	 11月18日（金）〜 24日（木）
受付時間 	 11月18日（金）、21日（月）、22日（火）、24日（木）は

午前8時30分から午後7時まで
11月19日（土）、20日（日）、23日（水・祝日）は
午前10時から午後5時まで

☎0570 - 0
ゼロナナゼロのハートライン

70 - 810

強 化 週 間
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